
《前期実施計画事業》

№ 実施計画事業名 委員意見 担当課

1
海外友好都市受入派
遣事業

・海外友好都市の訪問団受入市民の国際交流に鮎まつり受入、とても良いと思います。
・海外友好都市との交流では、新型コロナウイルスの影響が大きかったところですが、PR活動が進められた点が良かったと思います。
実績補足欄に記載されているように、オンラインも利用した友好都市との交流継続に期待をします。
・コロナ禍で、取り組み予定の大半が中止となった。その中でも実施された取り組みがあり、また、本厚木駅前東口地下道ロードギャラリーにおいて友好都市紹介展が実施され
た。今後も、海外友好都市との交流が期待される。

企画政策課

2 海外学生交流事業

・コロナウイルス感染症状況にもよりますが、大学生ホームステイ受入は少し難しいと思います。
・現段階では海外学生のホームステイは難しいですが、受入側も貴重な経験になると思いますので継続を期待します。
オンラインで海外の学生に日本や厚木の文化を紹介するような事業も含めてはいかがでしょうか。
・コロナ禍で、取り組み予定の大半が中止となった。コロナ禍が収束した後の海外学生との交流が期待される。

企画政策課

3 国際交流事業補助金
・コロナウイルス感染症により色々難しいと思いますが、厚木音頭を一緒に踊ったり太巻きずしづくりを体験したらどうか。
・できましたら、利用者を増やすために為されたことを記載いただくと助かります。
・コロナ禍で、取り組み予定の大半が中止となった。コロナ禍が収束した後の市民及び大学による国際交流が期待される。

企画政策課

4
国内友好都市受入派
遣事業

・コロナウイルス感染症が増えている中、横手市、網走市、糸満市受入れ派遣取組を少し検討したらどうかと思います。
・オンラインを利用されて友好都市間の交流を図られており、できるところからの事業活動が為されていると思います。
友好都市への小中学生の訪問は、子どもたちにとって貴重な体験になると思いますので、今後も親密な交流を継続されることを期待しています。
友好都市の学校と厚木市の学校をオンラインで結んで交流することも検討されてはいかがでしょうか。
・コロナ禍で、取り組み予定の大半が中止となった。その中でも、展示やオンラインでの交流が実施された。今後については、オンライン等の交流について検討するとのことで今後
に期待される。

企画政策課

5
国内友好都市交流事
業補助金

・新型コロナウイルス感染症が増えている中、交流事業は見送ったらどうでしょうか。
・コロナ禍で申請なしとのことですが、補助金利用者を増やすために尽力されたことがありましたら記載いただくと助かります。
・コロナ禍で、取り組み予定の大半が中止となった。コロナ禍が収束した後の取り組みが期待される。

企画政策課

6
スケアード・ストレイト推
進事業

・今後は大人への推進も希望します。
・自転車は、便利な乗り物で、手軽に利用できます。しかし、近年、スピードが出る自転車や、電動アシスト式自転車が多く見かけられる様になりました。子供たちを、事故から守る
ためにも計画どうり実施し、出来るだけ多くの人が参加してもらうようなPR活動を検討願います。(参加人数の把握も必要では？）
・自転車事故は昨今増加傾向にあり、若い世代から学ぶ事はとても効果的だと思う。可能なら内容を変えて、小学校、中学校、高校で実施できると良いのでは。小学校では基本
ルールを重点的に、高校では映像で事故後の悲惨さを学ばせる等検討してみてはどうか。

交通安全課

7 環境フェア開催事業

・新型コロナの影響で、中央公園での厚木環境フェアーが、出来なかったのは大変残念でしたが、ロードギャラリーを利用した啓蒙活動は、すばらしいと思います。今年度も、色々
工夫しながら、取り組んでください。期待しています。
・地球温暖化問題は世界的に重要課題だと誰しもが認識しているので、隔年開催ではなく毎年フェアを開催しても良いと思う。またコロナ禍で開催できず展示となったが、展示期
間が短いのと市民への周知が足りなかったのではと思う。私自身何度も地下通路を通っていたが気づかなかったのはとても残念。
・コロナ感染対応のため、内容・方法の変更はやむを得ない。

環境政策課

8
里地里山保全等促進
事業

・新型コロナの影響で、目標達成率は、低いですが、取り組みに工夫が伺えます。里山保全活動は、生物等の絶滅を防ぐ重要な取り組みです。PR活動の充実と、事業活動の開
催回数の増加に期待します。
・コロナ禍での里山保全活動はかなり難しかったのではと推測する。しかしコロナ禍で逆に里山地区が見直されている時期でもあるので、体験を通して楽しめるイベント等開催して
参加者を増やし、里山を活性化していくことを期待する。
・コロナ禍下、ボランティア確保の難しさを表している。

環境政策課

9
環境基本計画推進活
動事業

・全体的には、計画どうりに進んでいると思います。新型コロナの影響で、人とのふれあい部分で、未達が発生していると思われます。メールマガジンの積極的に活用や、ジュニア
エコリーダーの育成に取り組み、地球温暖化防止の取り組みが、出来るだけ多くの市民に伝わる様にしてください。
・環境問題に関心を持つ、それも子供の頃から自然に身につける地球を大切にする心の育成は重要。小学生からいろんな視点で学んでいけると良いと思う。親子で考える講座
やおじいちゃん、おばあちゃんの知恵を教わる講座など開催して、自然を守る気持ちを子供から大人へつなげてほしい。
・メールマガジンの威力が素晴らしい。

環境政策課
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№ 実施計画事業名 委員意見 担当課

10 ヤマビル対策事業

・目標達成率から見ても、ヤマビル対策は、地元の人たちにとっては、大変重要な問題だと思います。更なる、人員拡大を目指して、取り組んで下さい。市としても、財政面で援助
し、徹底的に駆除できる体制作りをお願いします。
・私自身、ハイキングやトレッキングが好きで、厚木のこの地域にもよく出かけている。ヤマビルには悩まされるが、こうして多くの方が参加して対策作業をしていただいているのには
感謝しかない。コロナ禍にもかかわらず達成率が素晴らしい。ぜひこのままこの事業は継続していただきたい。
・予定以上の参加者に地域の切実さを感じる。

農業政策課

11 緑のまつり開催事業

・人が集まる事業は、なかなか取り組みが難しいと思います。今年度は、目標の事業が、達成できるように工夫をし、昨年の分も今年度取り返すつもりで頑張って下さい。緑を豊か
にする事業は、街づくりには大変重要です。
・コロナ禍でイベントが中止されたのはいたしかたない。装飾用として準備した花苗を公園等に植栽したのは良いアイデアだと評価する。盆栽を市役所に2週間展示とあったが、市
役所だと用事がない限り見に行くチャンスがないので、今後同じような状況の場合は、もっと多くの人の目に触れる場所が望ましいのでは？

公園緑地課

12 市史編さん事業

・歴史講座開催、厚木の歴史、写真、資料展示をしてほしいです。
・歴史講座の中止は仕方がないところですが、会場だけでなくオンラインも含めたハイブリッド講座で実施をすると主催者側の自由度が増すと思います。
HPによると「市史たより」は公共施設に置いてあるとのことですが、広報も兼ねて各戸への回覧を検討されてはいかがでしょうか。
・調査・収集・分類・整理・保存や、廃棄公文書の収集・保存が行われ、『市史たより』第25・26号の発行が実施できたことは、充分な達成である。今後は、実施できなかった、古
代通史編の発行と、歴史講座が期待される。歴史講座では、オンラインでの開催でも検討が望まれる。

文化財保護課

13
郷土博物館特別展示
事業

・昔から厚木にお住いの方のお宅等に貴重な写真、道具類が残されていると思います。展示活動に御協力をお願いしたらどうでしょう。
・展示会や多くの講座の開催をされており、新型コロナ禍の中で充実した事業展開が為されていると思います。小中学校への出前講座を充実していただき子どもたちが広く厚木
市を知る機会になることを期待しています。
満足度90%と充実した講座であると思います。一方で関心度を知るために参加者数の記載もお願いできないでしょうか。
・コロナ禍の中でも、特別展示・企画展示・ 展示会関連講座・出前講座等が、実施できたことは、充分な達成である。事業自体が派手さはなく地味な活動であるが、厚木市のよ
さを継承していく上では、重要な事業である。引き続き、事業の継続が期待される。

文化財保護課

14
総合防災訓練実施事
業

・予測できない不測の事態に対して、防災訓練を通して日ごろの心構えと準備が大切に思います。コロナ禍ではありますが、より多くの市民に対し防災意識の向上が図れるよう工
夫をお願いします。
・総合防災訓練に何回も参加していますが、整った環境の中での訓練はだいぶ違うと思います。より災害時を想定した訓練を行うよう工夫いただくことも必要かと思います。
・新型コロナ影響で、全体的に、実施率が低いのが気がかりです。地球温暖化で、今後益々自然災害が多くなる事や、近い将来直下型大地震発生が、懸念される事から、各、
自治会等の非常時訓練等を、充実して行く必要がある事業だと考えます。今年度は、目標達成に向けて、積極的に取り組めるような、アドバイスや、工夫が市として、必要だと思
います。

危機管理課

15 食生活改善推進事業

・コロナ禍ではありますが、参加目標人数に近づけるために、地区食育推進事業を15地区に拡大しての開催は良い取り組みだと思います。
・新しい生活様式に対応し、新たな地区食育講座を開催してほしい。
・新型コロナは、食生活の取り組みが一番難しいと思います。体振事業でも、昼食等がなかなか取れなくて困っています。今年度は、新型コロナによる食の制限が無くなることを期
待しています。

健康づくり課

16 健康あつぎ推進事業

・今後もコロナ禍で事業を進めて行くことになると思います。目標の見直しが必要ではないでしょうか。※後期実施計画策定の際、検討をお願いします。
・あゆコロちゃん体操はもう少し簡単な方が良いです。
・新型コロナの影響で達成率は低いですが、健康づくり事業は、年々増加する医療費の低減対策として必要不可欠です。現在、色々な食品が簡単に手に入る時代です。子供の
ころからの食生活が、将来の健康増進に必要です。色々、工夫しながら、目標達成に向けて頑張って下さい。

健康づくり課

17 輝き厚木塾開設事業

・市民が市民を対象に様々な分野の講座を提供することは、生涯学習の一歩として老若男女問わず誰でも気軽に受講できる。普通のカルチャースクールのようにハードルが高く
ない上に、様々な年代、職業の方と出会い、刺激を享受しあい、日常をより豊かにする一端を担っている素晴らしい事業だと思う。
・コロナ禍のため前期の開催中止については、やむを得ないと思考されます。後期においては、感染対策等を行い開催したことは大いに評価をしたい。また、オンライン講座の採
用もやむを得ないと思われる。先般、輝き厚木塾を見学させていただきました。教室の雰囲気には圧倒され、講師と受講生の学習する姿はお見事でした。
・市民が講師となり、受講者ともなるという発想がすばらしい事業である。生涯学習委員会の開催日に、書道の講座を見学できたが、大変有意義な活動であるという印象を持っ
た。オンラインでの開催も実施されたとのことなので、今後とも引き続き活発な活動が期待される。

文化生涯学習課
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18 都市農業対策経費

・目標達成率はすばらしいです。今後の、日本の食料自給率は年々減少しています。今、農業に取り組んでいる大多数は、６０歳以上です。今後は、若い人たちが積極的に取り
組みし易い環境を提供する必要があります。農業に希望が持てる様な育成計画が求められます。
・市民農園はひとつの生涯学習としても最適なもので、老後の時間を充実させたり、家族で自然に触れ合ったり、幅広い層に使用してもらいたい。達成率から推測すると需要が多
いのではと考え、休田畑をもっと活用してはどうか。
・目標達成率が99％ということは、市民農園に対する関心の高さを示すものと思われる。

農業政策課

19
園芸協会運営費補助
金

・目標は達成しましたが、園芸振興事業は、国産の花等の価格安定が不可欠です。外国産は安いものが多く、価格では対抗できない面があります。若干高くても売れる高品質な
園芸の取り組みが必要だと思います。
・厚木市民としては、厚木産を最優先に購入したい意思はあるので、自信をもって提供できる商品の宣伝をいろんな方法で推し進めていっていただきたい。

農業政策課

20
花き消費拡大推進事
業交付金

・厚木市では、花を栽培している農家がかなりあります。花栽培を拡大するためには、消費拡大が必要です。コロナ化で取り組みが出来ていないようですが、色々工夫しながら実
施して下さい。
・コロナ禍で教室が開催されなかったのは残念。また、フラワーアレンジメントという響きは切り花のイメージが強いので、鉢植えを使って、ガーデンアレンジとかベランダアレンジとか
の教室も開催したらどうか。

農業政策課

21 水辺ふれあい事業

・自然とふれあえ、また大学生と小学生がともに学べるよい事業だと思います。安全に考慮して継続して事業を推進していただきたい。
・水辺ふれあい事業の計画は、降雨等の影響、難しい面がある中、新型コロナの影響も加わり、実施が難しいと思います。しかし、今の子供たちは、川で遊ぶ機会が少なく、又、川
は危険であるとの認識から益々水辺ふれあいが減っています。このような事業を体験して川の必要性を教えることが大切だと思います。色々、工夫しながら頑張って下さい。
・小学校5年を対象に事業を継続していくにあたり、雨天中止の場合、学習機会がなくなるので、翌週にもう一度だけ機会を与えることは不可能だろうか。準備等難しい場合は、映
像などで教室で学ぶ事ができると良いのでは。

河川ふれあい課

22
防火管理体制充実事
業

・オンラインを活用した防災イベントなどを取り入れ多くの方に対して防災意識向上を図っていただきたい。
・各地区や各団体ごとの防災教室等の実施をお願いします。
・達成率が、大変低いのは、現状の、気候状況、地震発生状況を考えると、厳しさを感じます。災害は、いつ発生しても、おかしくないと思います。今年度の取り組み項目を充分検
討し、達成率の向上を期待しています。

予防課

23 公民館活動事業

・生涯学習を進める上で、地域に身近な公民館が設置され、数多くの学級・講座等が展開されています。又、地域のコミュニティづくり事業も活発に行われており、地域と公民館
の協働事業として多くの市民の参加を得ています。コロナ禍で中止すべき事業もあったようですが、今後も生涯学習の拠点となる公民館の充実を図っていっていただきたい。
・新型コロナウイルスの影響もあったと思いますが、予定されたものが全て開催できたのでしょうか。取組に講座等の開催が掲げてありますので、以前のように開催数の目標の再
掲をお願いします。また参加者数も記載をお願いします。※開催数や参加者数は、実績欄に記入することといたします。
社会教育法では、公民館は社会教育の場として設けられている思います。貸館のみにならずに引き続き活発な事業の展開に期待します。
・目標指標は、他にも「来館者数」等も考えられる。※参加者数は、実績欄に記入することといたします。

社会教育課

24 健康スイミング事業

・コロナ禍ではありますが、障がい児の運動促進を考え開催できることを期待します。
・水浴教室に応募しても中々抽選に当たらない。
・新型コロナ感染症は、オミクロン株により、収束しない状況の中、障がい者、障がい児、高齢者は、なかなか運動が出来ない状況が、約３年程、続いています。感染対策を講じ
て、少しづつ実施に向けた取り組みをお願いいたします。

健康長寿推進課

25
あゆコロちゃんGENKIポ
イント事業

・コロナ禍でも達成率が９０％を超えており、市民の皆さんも楽しみながら参加できている事業だと思います。引き続き市民の皆さんが楽しみながら取り組める事業内容の展開を期
待します。
・5年位前からあゆコロちゃんGENKIポイント事業については聞いていますが、私の周りの方はあまり活用していません。
・素晴らしい達成率です。体育振興会も、サーチウォーク、歩け歩け運動に力を入れ、お年寄りから、子供達までの参加人数向上に取り組んで行きます。又、ニュースポーツ取り
込みにより、幅広い運動を展開し、体力向上に取り組みます。

健康長寿推進課

26
老人クラブ連合会補助
金

・コロナ禍でも感染防止に努めながら、目標値に近い実績をおさめられているので今後も老人クラブの皆さんの健康長寿のため安定した事業の推進を望みます。
・老人クラブの活動は各会により、何もしていないところもあり、盛んな会もあります。
・管理表を見ると、老人クラブ連合会の活動費に対し、補助金を交付したが、コロナ禍の影響により事業の中止や延期を余儀なくされ、期待する活動実績を得ることができなかっ
たとある。しかし、達成率が94．6％とあるが、どのような活動が実施され、達成率を算出したのか、人数だけでなくその内容を明記して、達成率の根拠を示す方がよいと考えられ
る。

健康長寿推進課



№ 実施計画事業名 委員意見 担当課

27
放課後子ども教室推進
事業

・子ども達の放課後対策として、地域の方々の協力を得、子ども教室を運営することは、学校と地域の教育力を高める上で最適であると思われます。更なる充実を図られたい。
・共稼ぎの家庭も多く保護者の方の関心が高い事業で期待されていると思います。今後予定通りの継続発展に期待をします。
・放課後子ども教室の一層の拡大を期待します。

こども育成課

28
子育て支援センター運
営事業

・コロナ禍のため、予定していた各種事業が一時休止された状況であったが、再開後は、市内児童館等で講座並びに子育ての家庭ケアを積極的に行ったことは評価したい。
子育てに悩む家庭が増えつつありますので、更なる施策を講じられたい。
・子育て支援の事業が再開されて子育て家庭のケアに尽力されていると思います。利用される人数も多く市民に期待をされている事業と思いますので、さらなる発展継続をお願
いします。
・子育て支援センターサロン室、移動子育てサロンの一時休止はコロナ禍下のため、やむを得ないが、利用者が多い現状から一層の充実を期待します。

子育て支援センター

29
ファミリー・サポート・セ
ンター事業

・コロナ禍の中で保護者のワークスタイルが変わり、援助の件数に比べ各種送迎件数の増加があったことについてはやむを得ないと思考されます。多様化する子育てに関する
ニーズにきめ細かい対応をしたことは、大いに評価をしたい。
・送迎案件が多いとのことですが、予定よりも多くの要望案件があり、今後も継続をお願いします。令和4年度の目標にある提供サポーターさんへの研修等を通してより高いサポー
トができることに期待をします。
・ニーズに対応した活動（送迎）は時宜を得ている。達成率150.4％とは市民のニーズに適っている証と考える。

子育て支援センター

30
青少年自然文化体験
研修事業

・友好都市の子どもたちの交流や学習の機会を提供することは、青少年教育を進める上で非常に大事であります。コロナ禍の影響で事業が中止されたことは残念でありますが、
今後も積極的に取り組んでいっていただきたい。
・新型コロナウイルスの影響で事業ができなくて残念に感じています。子どもたちにとって訪問事業は貴重な体験となると思いますので継続をお願いします。
糸満市や海外の友好都市との交流事業にも期待をします。
・コロナ禍下交流事業の中止はやむを得ない。

青少年課

31 家庭教育学級交付金

・保護者に対する家庭教育は非常に大事であります。学校とPTA等と共有しながら事業を進める上で引き続き交付金の支出を行っていっていただきたい。
・有効度98%と有意義な事業が進められていると思います。一方で交付団体の数が目標の52団体の対して32団体に留まっています。理由の記載はありませんが、市民の関心が
低いのでしょうか。ぜひより多くの団体で家庭教育学級を開設していただけるように支援されることを期待します。
・事業に参加した人の評価は当然高いと思われるが、参加数・割合のアップの為の取組はいかがか。

社会教育課

32
家庭教育情報提供事
業

・コロナ禍の中でありましたが、それぞれの分野で年３回の講演会が開催されたことに敬意を表します。家庭教育の重要性からも更なる充実を期待したい。
・予定の公演会が実施されており、有効度は98%と高いので、今後も継続した事業展開をお願いします。事業の充実さ、市民の関心度が分かると思いますので参加人数の記載
をお願いします。また、有効度の判定方法を明示していただけないでしょうか。
・講演会の内容は概ね好評だったと理解される。受講者アップの視点も必要かと思われる。

社会教育課

33 防災意識啓発事業

・参加者が目標値を大きく上回っており、大規模災害が身近に感じられているのだと思います。引き続き啓発事業をお願いします。
・各地区や各団体ごとの防災教室等の実施をお願いします。
・目標としている、項目は充分達成している様ですが、市民一人一人の防災意識は、不十分な感じがします。理由は、自治会の防災イベントの参加人数が少ないように感じます。
インターネット活用等による、広報活動の充実が、今後必要だと思います。

危機管理課

34 地域福祉推進事業費

・とても重要な事業だと思います。理想とする社会を実現するため多くの市民の声を聞いていただき事業を推進していただきたいと思います。
・地域における見守り活動、居場所づくり普及はあまり入り込んでも迷惑なこともありますので、とても難しい課題だと思います。
・進行状況の管理をし、保健福祉審議会に進行状況の報告、地域福祉推進協議会を２回実施されたが、地域福祉推進大会が中止となった。達成率は、100％であるが、これも
算出方法を明確化した方がよいと思われる。※もし来年度も同様な状況であった場合、どのような活動を行ったことにより高い達成率となったと考えられるかを、来年度以降に追
記願います。

地域包括ケア推進課

35 平和都市推進事業

・戦争が現実に起きています。戦争のない平和のための展示をお願いしたい。
・展示会の開催ができなかった点は残念だと思います。事業目的達成のために今後の継続に期待をします。また、令和4年度の市内の小中学生を対象とした、平和について学
ぶ映画上映の取り組みに期待をします。
・コロナ禍で、取り組み予定の大半が中止となった。その中でも実施された取り組みがあり、また、各地区公民館や地下道ロードギャラリーでの展示が実施された。意義ある事業な
ので今後も、継続した活動が期待される。

福祉総務課
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36 人権啓発推進事業

・普段あまりなじみがなく、公民館まつりでは啓発物品をいただきますが、それ以外活動を知りませんでした。
・コロナ禍で機会を見つけて啓発活動を進めらていると思います。ヒューマンライツフェスタは中止でしたが、人権作文やポスターの募集は実施されたのでしょうか。
・コロナ禍の中でも、公民館まつりでの啓発物配布とこども人権教室が実施された。このことは評価できる。しかし、ヒューマンライツフェスタの開催ができなかったため、充分な達成
とは言えず、達成率の97％の表記は妥当な数値ではないと思われる。コロナ後での開催が期待される。

市民協働推進課

37
男女共同参画推進事
業

・男女共同参画各種講座の内容があまり知られていないと思います。
・新型コロナウイルス感染症の影響で参加者が少ない点はやむなしと思います。啓発活動も重要であると思います。コロナ禍状況に配慮しつつ工夫した啓発活動を展開して頂け
ることに期待をします。
・コロナ禍の中でも、男女共同参画推進委員会の開催、男女共同参画庁内推進会議、各種講座等の開催、情報誌の発行が実施されたことは、意義がある。今後は、コロナ収束
後には、中止された講座及び啓発活動の実施が期待される。

市民協働推進課

38 市民文化祭開催事業

・コロナ禍で開催できなかったことは残念だが、今後もオンライン配信は必須だと思う。足を運ぶほど興味がなくても、オンラインで見て興味を持ち足を運んでくれるかもしれない。
・コロナ禍の中、舞台発表会や市民参加事業は中止となりましたが、展示部門をオンライン配信で行ったことについて、大いに評価したい。今後も厚木の文化継承のためにも、市
民文化祭の充実を図っていっていただきたい。
・コロナ禍で文化祭の開催ができずに大変残念であった。オンラインでの配信ができたことで、達成率が、0％との評価は妥当ではなく、もっと高い達成率でよいと思われる。引き続
き活発な活動が期待される。

文化生涯学習課

39
あつぎ文化芸術・生涯
学習発信チャンネル

・動画再生回数は目標値をかなり上回っていて素晴らしいと思う。YouTube活用ということなので、若者をターゲットにこれからも面白い情報発信を期待している。
・文化芸術・生涯学習の情報発信を行い、自宅などで継続して学習の環境づくりをすることは、大変有意義であります。更に登録者が増える傾向でありますので、YouTubeの活用
について積極的に取り組みされたい。
・Aの伝統芸能事業でも書いたが、YouTubeの活用は今後さらに期待できる。伝統芸能以外でも、市民の絵画、音楽、文学の市民による発表等も、発信できるだろう。特に、音楽
会や文学等の作品の発表も、51の市民芸術祭開催事業と合わせて配信が期待される。

文化生涯学習課

40 消費者意識啓発事業

・悪質商法の手口も巧妙になってきているので、啓発物品の配架は公共施設に限らず、コンビニや商業施設などにも拡大し消費者意識啓発を図っていただきたい。
・今では、NET購入を含めて、多種多様な買い物が出来る時代です。そこで、消費者個々が、講座や、講習を積極的に受けることで、知識を身に着けて、悪徳商法に引っかから
ない様にすることは、非常に大事です。出来るだけ、多くの人に参加してもらえるような取り組みを期待しています。
・参加人数から察すると、いかに悪質商法が多いかが窺い知れる。高齢者が増えるとともに多種多様な犯罪まがいの商法が次々生まれてくると思われる。またコロナ禍でネット販
売が主流になりつつあり、相談窓口を常設したり講座を開いたり等、今後ますます必要になってくる分野だと思う。

セーフコミュニティくらし安全課

41
温暖化防止普及啓発
事業

・地球温暖化による自然災害は、今後益々多く発生すると思います。脱炭素を目指した取り組みは、待ったなしの状況です。一人一人が現状を理解し、取り組んでいく必要があり
ます。今後、子供たちを含め、低炭素に向けた、啓発活動が、益々重要になってくると思います。新型コロナ禍がなかなか収まらない現状ですが、感染予防を徹底し、出来る限り
のイベントを開催するようにして頂きたいと思います。
・地球温暖化は将来の大問題なので、小学校から学んでいくことは大切。今後も小中学校の生徒や先生を中心に、あらゆる人が学べるオンライン講座も継続してほしい。

環境政策課

42
生物多様性あつぎ戦
略推進事業

・参加人数を目標に上げているため、達成率は低いが、努力の跡が伺えます。今の子供達は、昔と比べて自然と向き合う機会が大変少なくなっています。生物多様性や、自然
環境の必要性を理解するために、積極的に取り組んで頂きたいと思います。
・コロナ禍で今後も実際に開催できない講座などは、ネットを通じて興味のある人は誰でも参加できるような方法を構築してはどうか。
・令和3年度の実績②、③、④を評価（実績値）に反映できるのでは？

環境政策課

43 火災予防啓発事業
・地道な事業でありますが、火災の被害が無くなるよう継続して事業の推進をお願いします。
・住宅用火災警報器は設置してあるが、一度も試したことがない家庭が多いと思います。
・最近火災による死亡が散見されます。火災警報装置の１００％設置により、けが、死亡事故を０件になるよう取り組みの強化をお願いします。

予防課
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44
応急手当普及啓発活
動事業

・多くの人が応急手当を適切に行えることで救われる命が増えると思います。コロナ禍でも高い達成率に次年度も期待します。
・普通救命講習会は2回受講しましたが各団体ごとに1年に1回程度受講したらどうか。
・スポーツ等の事業でも、救命救急の講習を多くの人が受講し、いざと言うときに、適切な対応が取れることが必要です。広報等を活用して、出来るだけ多くの人が受講出来る様
にして頂きたい。

救急救命課

45
人権教育・啓発推進事
業

・公民館だよりなどを通してPR活動を行ったらどうでしょうか。
・予定通りの事業が実施され、参加者の意識高揚度も目標より高く充実した事業が為されているのでは思います。活動の拡がりや関心度を知るために、講座の参加人数も記載
頂ければ助かります。
・「ヒューマンカレッジ」と題した人権講座を全３回実施されたことは、充分な達成である。今後は、参加者の人数も管理表に記入されることが望まれる。重要な事業なので継続し
ての実施が期待される。

社会教育課

46 選挙常時啓発事業

・子どもの頃から選挙制度に興味を持っていただき、政治や選挙を理解していただくことは、非常に大事であります。コロナ禍で実施できなかったことは残念であったが、継続しての
事業展開を期待します。
・子どもたちが政治に関心を持つ良い機会になると思いますので継続を期待します。子どもと保護者でアンケートを分けておられる点も事業内容の改善点が良くわかり向上に有用
と思います。ぜひより多くの市民に知ってもらえるように広報をお願いします。
・コロナ禍下事業の中止はやむを得ないが、就学年に応じ、制度のチラシによる啓発もあり得るか。

選挙管理委員会事務局

47
地区地域福祉推進委
員会交付金

・市・市民・団体・事業者等が協働して支援を必要とされる方を支えることは、地域福祉の充実のため必要不可欠であると思考されます。
特に市内１５地区の委員会に交付金を交付することは、それぞれ地域が特色ある事業展開を行うもので継続しての対応をされたい。
・交付金が交付された点は計画通りと思います。厚木市地域福祉推進協議会は開催されたのでしょうか。地域間の連携と情報共有を図るには重要な会議ではないかと思います
ので、継続的な開催に期待します。
・達成率100％は良いが、目標を「見守り活動の実施回数」「居場所の設定数」等も考えられる。※もし「見守り活動の実施回数」「居場所の設定数」が分かれば、来年度以降に
参考として実績欄に記入お願いします。

地域包括ケア推進課

48
事業所説明会等実施
事業

・介護、福祉サービスの人員確保のため継続して推進していただきたい。
・事業所利用者が増えている現状です。就職希望者の賃金の見直しも必要ではないでしょうか。
・市内介護保険指定事業所及び障がいサービス事業所等への就職希望者に対し、事業所説明会等実施事業を全２回実施され、14名の就職実績があった。引き続き事業の継
続が期待される。

介護福祉課、障がい福祉課

49
介護職員キャリアアッ
プ等支援事業補助金

・利用者が安全に安心してサービスを受けられるには人材の育成は大変重要と思います。力を入れて進めていただきたい。
・市内の地域包括支援センターの市民に対する内容が良く分かりません。
・達成率が100％となり、充分な達成である。引き続き事業の継続が期待される。

介護福祉課、障がい福祉課

50 多文化共生交流事業

・日本語教室で教える側が高齢化しているため、教える側として若い人の確保が必要だと思います。
・徐々に事業活動が再開されていると思います。補足の項のように参加者を戻す取り組みに尽力されており、今後さらに周知をされて活動が広がることに期待をします。
・外国籍市民交流委員会会議、日本語教室、スペイン語の通訳ボランティアの設置が実施された。コロナ禍でインターナショナルティーサロンが中止となったが、今後の実施の検
討が期待される。なお、達成率が3．8％となっているが、人数で換算しているのため、評価が低く設定されすぎている。もっと高い達成率でもよい。今後は評価の仕方も検討する
必要があると思われる。

市民協働推進課

51 市民芸術祭開催事業

・コロナ禍で開催できなかったので残念だが、これからも継続していって欲しい。
・公募による市民芸術祭(市民参加型)の開催を期待していましたが、コロナ禍のため中止になったことは、非常に残念であります。現在、民間の芸術祭は、それぞれ感染予防対
策を行い実施している状況もありますので、開催にあたっては研究・検討を十分行っていただきたい。
・コロナ禍で文化祭の開催ができずに大変残念であった。コロナ収束後の開催が期待される。

文化生涯学習課
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52 生涯学習推進事業

・高齢化社会の到来で生涯学習の重要性は高まるばかり。心身ともに健康を維持するために、学習意欲は最も効果的な無料の薬だと思う。一人でも多くの人が充実した人生を
送れるように、生涯学習事業は拡大すべき。
・リカレント学習講座の実施を期待したが、コロナ禍のため、中止になったことは、非常に残念であります。しかし、講座予約システム上で、生涯学習の情報発信を実施されたことは
評価したい。
・コロナ禍で、リカレント学習講座は中止となったが、講座予約システム上での情報発信をは円滑に行うことができたとのことである。コロナ収束後の再開が期待される。

文化生涯学習課

53
七沢自然ふれあいセン
ター維持管理事業

・学校教育及び社会教育で利用される割合と状況があまりわかりませんが、自然環境を利用しての生涯学習は非常に大事であります。施設の有効利用を更に進められたい。
・センターは子どもたちの研修やふれあい活動に必要な施設であると思います。今後も継続をお願いします。一部の自主事業により体験学習の場を提供できたのだと推察されま
すが、実施できた事業を記載いただけないでしょうか。また参加者数の実績も記載をお願いします。
・立地の特色を生かした活動の充実を期待します。

文化生涯学習課

54
野外彫刻造形展開催
事業

・コロナ禍で開催できなかったのは残念だが、これからコロナと共存していく上で、野外での開催事業はより安心できる。感染対策を徹底しながら開催を継続することに期待してい
る。
・自然に恵まれたぼうさいの丘公園で実施する野外彫刻造形展等は、子どもから大人までが文化芸術祭に参加するということから意義があります。コロナ禍が終息しない中ではあ
りますが、創意工夫を行い、開催されることを期待したい。オンラインでの配信は了としたい。
・コロナ禍で、アート展は中止となったが、オンラインでの配信ができたとのことである。コロナ収束後の再開が期待される。

文化生涯学習課

55
森林づくり実技等体験
事業

・地球温暖化の面からも、森林保護は必要です。これからの、子供たちに、木の持つ特性を生かした実技を体験させ、興味を持ってもらうことが重要だと思います。木のおもちゃ
作りの体験させてはどうでしょうか？
・しいたけ原木作りは、とても面白そうな体験なので、回数を増やしてもっと参加者を募ったらどうか。そうすればそこで同時に講座も開いて、森林の重要な役割を知る人が多くな
ると思う。
・事業目的を考えればよりポジティブな「植林教室」等も考えられるのでは。

農業政策課

56
健康づくり村推進事業
補助金

・今後の取り組みに期待します。
・飯山、七沢地区の自然や温泉等を活用した健康づくり大学の参加者の獲得に努めていただきたい。
・厚木市には、大山を背景に、七沢、飯山の自然豊かな場所が、多く残っています。体育振興会も、ノルディックウォークや、白山トレイルマラソン大会を通じて、健康づくりに積極
的に取り組んでいきます。

観光振興課

57
市民スポーツ活動推
進事業

・コロナ禍でも市民がスポーツ活動ができる環境作り・維持は大変重要と思います。感染対策を講じたスポーツ行事に期待します。
・スポーツ活動の健康体力づくりの内容が知られていないと思います。
・スポーツなじみDAYが、全て中止になってしまった事は、非常に残念です。体育振興会としても、各地区から、新人を含めて、ニュースポーツを研修するいい機会となっていま
す。今年度は、コロナ対策を徹底し、開催を望みます。

スポーツ推進課

58
スポーツ推進事業補
助金

・コロナ禍でも市民がスポーツ活動ができる環境作り・維持は大変重要と思います。感染対策を講じたスポーツ行事に期待します。
・スポーツ教室や大会を幅広い分野で行ったらどうでしょう。
・昨年度は、市民体育祭をはじめ、新型コロナの影響で、かなりの部分で、中止になりました。各地区でも、後半は、工夫しながらイベントを開催しました。今年度は、各地区とも、
ほぼ計画どうり進んでいます。今後も、工夫しながら計画どうり進むよう努力します。

スポーツ推進課

59
あつぎスポーツアカデ
ミー推進事業補助金

・トップアスリート誕生に期待します。
・特にジュニアのスポーツアカデミーへの参加に期待します。
・素晴らしい達成率です。厚木市から、有名な選手出ることにより、スポーツに対しての目標出来ることで各競技のレベルアップにもつながります。今後とも、スポーツアカデミー推
進事業強化に力を入れて下さい。

スポーツ推進課

60
市民体力向上推進事
業

・コロナ禍でも市民がスポーツ活動を継続できる環境は大変重要と思います。日本体育大学との連携事業に期待します。
・スポーツが苦手な方にも少しでも参加できるような種目を考えてほしいです。
・体育振興会としては、各地区の体力向上に向けた取り組みが、どのようにおこなわれているか毎月話し合い、参考になる所は、吸収して、子供からお年寄りまで、参加出来るメ
ニュー作成し、実施するようにしています。

スポーツ推進課
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61 電子図書館事業

・読書活動推進のため、電子図書館サービスが開始されたことは大いに評価をしたい。読書離れが続く中、本サービスの導入は的を得た事業であり、多くの市民参加を期待した
い。又、合わせて今後スマートフォン等のシステム操作研修会を開催するのも一考であります。中学校の生徒へのタブレットによる利用については、積極的な取り組みをされたい。
・昨年10月にサービスが開始されて3300人が利用されています。目標よりは少ないですが、今後は周知や魅力的なコンテンツを充実されてより多くの市民が利用されることに期
待をします。
・中学校とのタイアップにより利用の拡大が期待できる。

中央図書館

62
青少年指導員活動事
業

・青少年健全育成のため、青少年指導員の資質向上の研修は非常に大事でありますので積極的に行っていっていただきたい。現在、子ども会等の減少が進んでいる状況の中、
青少年団体の育成が急務と思われますので、青少年指導員と連携を取りながら対応をお願いしたい。
・指導員の研修はジュニアリーダをはじめ子どもたちに接しての育成活動に役立つものと思います。発展継続をお願いします。実績の２回の研修開催は予定通りであったのかどう
かわかりません。参加率が低かった理由として減じた回数、具体的な人数制限量等を記載いただけないでしょうか。参加率が予定の46%であった理由を理解したいと思います。
・目標未達の要因を考えると了解できる。目標が「出席者数」なら単位も「人数」では。

青少年課

63
ジュニアリーダー育成
事業

・コロナ禍のため、研修会の規模を縮小したことはやむを得ないと思われます。青少年を育成するためのジュニアリーダーの存在は大きいと思考されますので研修会への支援は
積極的に進められたい。
・研修は他地区のジュニアリーダーと触れ合い刺激を受ける大切な機会ですので、コミュニケーションにも趣をおいた研修に期待します。魅力的な研修体験を地区に持ち帰り友
人たちに話をする中で、ジュニアリーダーへの参加者が増えることに期待します。初級。中級、上級等の様々な研修があると思いますので、点検にあたり回数だけでなく参加率の
実績も記載いただきますようお願いします。
・目標未達の要因は了解できる。目標指標と単位の相関関係が分かりにくい。

青少年課

64
（仮称）未来館整備事
業

・(仮)未来館については駅前の複合施設の中に整備されると聞いているので、多くの子ども達のふれあいと学習の場として利用されると思考されます。要求水準書を作成し、委託
契約まで進んでいることに高く評価したい。今後、基本設計を結んでいくと思われますが、出来る範囲で情報提供を行っていっていただきたい。
・予定通りの進捗されていると思います。体験機能は子どもたちにとっても魅力的であると思います。子どもたちに夢を与える未来館になることを期待しています。
・内装・展示基本設計については令和3年度で100％達成しており、令和4・5年度で再渇するのはいかがか。

青少年課

65
あつぎ協働大学開設
事業

・市内に大学があるのは利点で、協力して特色のある講座の提供を続けてほしい。対面だけでなくオンラインの講座をもっと増やせば参加者がかなり増えるのではと考える。
・コロナ禍のため、対面での講座が不可能となり、オンライン講座に切り替え実施したことに高い評価をしたい。各大学の特色を生かした講座だと思われますので、オンライン方式
の更なる充実を図られたい。
・各大学の特色をいかした講座をオンラインで計12回実施できたとのことである。対面講座ができない場合には、今後もオンライン講座の充実を検討することが期待される。

文化生涯学習課

66
市民交流プラザ運営
事業

・宣言中は施設を使用できなかったので利用者数が少ないのはいたしかたない。ただ受付の職員の勤務態度に不快感を持つ市民が多いので、もう少し温和な言動を試みてほし
い。
・コロナ禍の影響により、利用者数が目標値に比し大幅に減になったことは、やむを得ないと思考されます。そのような中、感染対策・時間短縮等を行い、創意工夫しながら学習
機会の場の提供を行ったことは高く評価したい。
・コロナ禍の中でも、交流プラザの活用がなされたとことであり、今後も引き続きの活動が期待される。

文化生涯学習課

67
学習支援センター運営
事業

・宣言中は施設を使用できなかったので利用者数が少ないのはいたしかたない。ただ受付の職員の勤務態度に差がありすぎる。不快感を持つ市民が多いので、もう少し温和な言
動を試みてほしい。
・コロナ禍により利用者数が大幅に減になったことはやむを得ないと思われます。今後も施設提供の創意工夫を行い、学習機会の充実を図っていっていただきたい。
・コロナ禍の中でも、南毛利学習支援センターの活用がなされたとことであり、今後も引き続きの活動が期待される。

文化生涯学習課

68
文化会館リニューアル
事業

・厚木市で大きなイベント開催の時は必ず文化会館を使用するので、ぜひ維持管理をしっかりやっていただきたい。
・日本文化の殿堂といわれている文化会館、市の特色を十分生かし、早期の改修を望みます。
・達成率が100％とのことで事業契約が終了したとのことである。

文化生涯学習課
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69 マナーアップ推進事業

・ポイ捨て、路上喫煙、落書き等がなかなか減らない現状です。特に、落書きは、消すのに時間が掛かります。特に落書きされ易い、場所選んで、子でもたちに絵を書いてもらう
等の取り組みをしています。今後とも、材料費の支援をお願いします。
・世界中の観光地で壁画はよく目にするが、厚木市もいろんな地区に呼び掛けて、支援金を出し、地区の特色を出した壁画など推進し、コンテストなど設けたらどうか。
・啓発を含めれば、地域に促し多彩な事業が想定される。

生活環境課

70 ロボット普及促進事業

・官・民が協働でロボットの理解を深める事業を実施していることに先ずは敬意を表したい。今後の産業を担う人材育成からも大いに期待が持てます。今回、展開した３事業がマ
スコミ等で取上げられており、話題となっています。更なる充実を図られたい。
・ロボットリテラシー事業は、参加者も多く市民の興味が高い事業と思われます。様々な切り口から事業内容を検討いただき、市民がより興味を持つ事業に発展することに期待を
します。
講演会の参加者数も合わせて記載いただけると事業の関心の高さがわかり点検の参考となりますのでお願いします。
・中学校とのタイアップにより利用の拡大が期待できる。今後色々な分野でロボットの普及が見込まれるので、時代に対応する取組がポジティブ。

産業振興課

71
厚木北公民館整備事
業

・地元の自治会等を中心に建設委員会が設置され、数回に亘り会議が開催されていると聞いています。又、市民の声・アンケート・利用団体等にも意見を聞き、新築設計に向け
対応していることに敬意を表したい。市民の利用されやすい施設として、北地区の特色ある基本設計等をまとめ、早期の建設を期待したい。
・今年度の取組は、新公民館の基本・実施設計を行いますとなっていますが、これは「着手する」の認識で宜しいでしょうか。予定通りの進捗であると思います。公民館は地域の
中心での方の社会教育の場であり、コミュニケーションの場でもあります。遅れなく完成することに期待をします。
・事業の順調な進行を感じます。令和3年度は「仮事務所への移転」か。

社会教育課

72
スポーツ推進委員養
成事業

・コロナ禍で事業推進は厳しいですが、withコロナでも市民がスポーツを楽しめる時のため、事業の推進を希望します。
・市民が気軽にできる専門的知識の研修会を実施してもあまり地域に伝わらない。
・各地区でも、体育振興委員、スポーツ推進委員のなりてが少ないのが現状です。市として、スポーツを推進する人材育成に力を入れて頂ければ、今後、地区のスポーツ事業、
市のスポーツ事業取り組みに大変プラスになるとおもいます。期待しています。

スポーツ推進課

74 図書館整備事業

・中央図書館の新築移転について、基本設計に反映するため、種々、検討・研究をされていることに敬意を表したい。駅前という特殊性から施設のリニューアルは多くの市民から
期待されています。実施設計・建築に向けて、更に多くの市民等の意見を聞き、読書ファンの拡大を図っていっていただきたい。
・新しいシステムの導入を含めて様々な検討をされていると思います。市民に愛される新中央図書館になることを期待しています。「図書館及び広場的なスペース内備品検討」
及び「図書資料配架計画作成」について、令和3年度に実施困難になった理由は何でしょうか。

中央図書館

75
自主防災隊育成・強化
事業

・災害時の自主防災、初動活動は大変重要であり、日ごろからの訓練も重要と思います。コロナ禍でも可能な研修方法等を用い事業が推進されることを希望します。
・自主防災組織リーダー研修会の内容を地域に実施したらどうか。
・各地区でも、市の要請を受けて積極的に取り組んでいます。しかし、防災隊のリーダーの育成がなかなか進んでいないのが現状だと思います。気候変動、地震多発が騒がれて
いる今日、早急に対応が必要です。

危機管理課

76
避難所運営委員会運
営費交付金

・避難所訓練参加のカップラーメンの配布はいらないと思います。
・災害時の避難所は、新型コロナ発生で、今までの運営方法では、難しい面が多々あります。人数制限、区画割等、充分検討して行く必要があります。リーダーとなる人の充分な
教育を実施して下さい。

危機管理課

77 避難所運営強化事業

・資機材の整備が事業概要であるのに対して令和3年度は購入を行わなかったのに達成率100％とは？この事業単独での目標指標が必要ないのであれば75に組み込むべきで
はないでしょうか？※後期実施計画策定時に目標指標の検討をお願いします。
・避難所生活を送るには１世帯ごとの囲いや柔らかな敷物が必要だと思います。
・各地区全て実施していると、言うことですね。今後、各地区の運営方法の調査と、地区ごとのバラツキを無くす取り組みが必要だと思います。

危機管理課

78
市民活動サポート推進
費

・地域で地道に活動するボランティア団体等への支援や育成は非常に大事であります。ボランティアの方が安心して活動できる環境づくりに努め、更に充実した取り組みをお願い
したい。
・相談件数が1件は毎月相談の機会を設けられている回数にしては少ないように思われますが、新型コロナウイルス感染症の影響があるのでしょうか。参加された方の意欲が高
まった人が多いので有意義な相談・講座が行われているように思われます。より質の高い相談・講座を継続開催頂けることに期待します。

市民協働推進課
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79 市民活動推進補助金

・公益的な市民活動を行っている団体に補助金を支給し、活動を行っていただくことは非常に大事であります。ただ、交付団体が７団体という数字が適性であるかはわかりません
が、今後も補助金の内容等を公開し、更なる充実を望みます。
・7団体への交付実績があり、予定に近い数であり市民の関心がある事業と思います。予算もあると思いますが、広報周知をされてより多くの団体に利用していただけることに期待
しています。
・補助金交付団体数が令和3、4、5年度と固定する理由はいかが。

市民協働推進課

80
農業後継者育成対策
事業交付金

・日本の食料自給率は年々減少しています。今、農業に取り組んでいる大多数は、６０歳以上です。今後は、若い人たちが積極的に取り組みし易い環境を提供する必要がありま
す。農業に希望が持てる様な育成計画が求められると思います。
・日本全体でも農業の後継者は減少傾向にある。毎年減り続けているので、専門家の知恵を借りて食い止める策を講じる必要があるのでは？
・目標指標は「新規会員」か、又は「増員数」でしょうか。

農業政策課

81 郷土芸能事業

・地域の盆おどり大会でも子どもも大人も厚木音頭が踊れません。芸能祭りで広めてはどうでしょうか。
・オンラインの公演も取り入れられおり、新型コロナ禍での事業展開に尽力されていると思います。本来は目標にある約9000人の方が鑑賞される公演ですので、引き続き活動の
活性化に期待をしています。
・コロナ禍の中でも相模人形芝居特別展示、オンライン公演が実施された。また、厚木市YouTubeチャンネル「あつぎ文化芸術・生涯学習発信チャンネル」も拝見したが、美術
展、版画家紹介、菊花展の紹介も大変興味深くすばらしかった。これからの時代は、このような動画での情報発信が有効である。今後は、昔話、伝統太鼓、神楽等、様々な厚木
市の郷土芸能をこのチャンネルで紹介し、このチャンネルの益々の発展が期待される。

文化財保護課

82 まち美化推進事業

・達成率が目標を下回ってしまったのは残念です。１００％を目指し、お互いに頑張りましょう。個々のマナーに起因する、落書き、ポイ捨て等がなかなか減らないのが現状です。
今後は、市民全員に、美しい街づくりに対する啓蒙活動の取り組みに力を入れる事が大切だと思います。
・コロナ禍なので参加できない年齢層の方もいらっしゃると思うが、参加していただいたら家庭で使用できるゴミ袋を無料で提供等、参加の意思を促す策も必要では？
・目標指標に「件数」だけでなく、「参加人数」の視点が欲しい。※実績に追記いただけたらと思います。

生活環境課

83
(仮称)北部地区公園
整備事業

・遅延なく事業が進むことを期待します。
・市民の安らぎの場及び災害時避難場所として使う。生活拠点からあまり離れた所では活動しにくい。
・新型コロナ感染症等の病気が、今後も発生する可能性があると思われる為、避難所として使用するのであれば、各部屋ごとの区割りを感染対策を十分に考慮した形で、行うこと
が望ましいと思います。

公園緑地課

84
(仮称)睦合水辺公園
整備事業

・遅延なく事業が進むことを期待します。
・公園の配置、規模の見直しは、ほぼ計画どうりに進んでいるいるようですね。今年度の、基本構想の検討に当たり、特に、力を入れて頂きたいのは、幼児から、高学年が、興味を
持つ公園構想の検討をお願いします。
・市民の憩いの場としての公園整備事業は、これからの快適な住環境に不可欠な要素。ぜひこのまま推進していただきたい。

公園緑地課

85
地域ぐるみ家庭教育支
援事業交付金

・多様化する子育ての課題を解決するには、家庭教育が非常に大事であります。このようなことから身近な公民館を拠点にして行う教育は、参加者の利便性も考え、的を得てい
ると思われます。フォーラムについては、コロナ禍のため動画配信を行ったことは、評価をしたい。ただ、参加者アンケートが実施出来なかったことは残念であります。
・交付金の交付とフォーラムでの各地区との情報交換や家庭教育に関する意識の共有はセットであると思います。コロナ禍で制約を受ける場合もありますが、今年度のようにでき
ること（動画発信）で情報の共有を図るように尽力をされている点は非常に有意義でありがたいと思います
・フォーラムについて「視聴者から高い評価」の具体的根拠は？目標指標の変更？

社会教育課

86
地域ぐるみ家庭教育支
援事業

・フォーラムがコロナ禍のため実施することが出来なかったことは、大変残念でありますが、関係者各位に動画配信を実施したことに高い評価をしたい。今後も家庭教育支援の必
要性と地域学校協働活動の推進のため、積極的な支援活動を実施されたい。
・参加者のアンケートが実施できなかったのはPDCAの観点からも残念でした。しかし、現状でできることでフォーラムを開催されたご尽力に感謝します。例年のフォーラムはワーク
ショップなどにより互いの成果・課題を共有できて、地域ぐるみ家庭教育支援のあり方を考える良い機会でした。今後も継続的に開催をお願いします。また、より深い理解のために
フォーラム以外にも研修を検討されることに期待をします。フォーラムや研修会の参加者数を実績に記載いただけますようお願いします。
・コロナ禍下、フォーラムが動画配信となったことは次善の策としてやむを得ない。

社会教育課
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87
若者・女性等雇用拡大
事業

・コロナ禍のため、マッチング交流会がオンライン交流会に変更されたことは残念ですが、今後も若者等への雇用拡大事業には力を入れていっていただきたい。
・交流会はオンライン形式ですが実施されています。令和3年度は実績の参加者の記載がありませんが、参加者をおられなかったのでしょうか。新しい事業なので、点検に際し関
心の度合いを知るためにも記載を頂きたかったところです。事業の周知を図っていただき、市内産業の活性化のためにも継続発展をお願いいたします。
・まず現状及び具体的ニーズの把握からスタートされてはいかがでしょうか。

産業振興課

88
あつぎ起業スクール開
催事業

・コロナ禍のため、中止は残念でありますが、引き続き地域経済の発展と雇用機会の創出のため努力されたい。
・次年度からはオンライン及び対面型で実施されるとのことですので、次年度以降は発展した事業になることを期待します。
・「企業スクール」では、開業手続事務以前に創業意欲の喚起の視点の取組が必要ではないでしょうか。

産業振興課

89
グラウンド・ゴルフ場整備
事業

・市民が運動を楽しめる場所が増えることは健康促進に繋がると思います。遅延なく事業が進むことを期待します。
・グラウンドゴルフだけでなく、他のスポーツにも活用した方が良い。
・グランドゴルフは、子供からお年寄りまで簡単に出来るスポーツで、各地区でも大会を開催するなど盛り上がっています。今回の整備を皮切りに、数を増やす取り組みを、お願い
します。

スポーツ推進課

90 飯山グラウンド整備事業

・新たな市営のグランドができることは、スポーツを行う機会が増え市民にとっては有難いことだと思います。遅延なく事業が進むことを期待します。
・町中に住んでいると飯山グラウンドを利用したことがありません。
・飯山グランドは、軟式、ソフトボール使用時、凹凸が多いので、ボールがイレギュラーし易い問題が発生しているとのことです。あとヤマヒルが多いと言うことです。多方面から問題
点を検討し、素晴らしいグランドに生まれ変わる事を期待しています。

スポーツ推進課

91
あつぎ協働大学カーボ
ンニュートラル講座開
設事業

・地球温暖化に対応するため、どこの企業でも、カーボンニュートラルに向けて積極的に取り組んでいます。厚木市も、大学の協力をえながら積極的な取り組みを期待します。
・言葉は聞いたことがあっても、内容をよく知らない方も多いのでは？これからは誰しもが多少の知識は持っていた方が良いので、ぜひ回数多めで、1回の時間は短く簡単な講座
をオンラインで実施することを期待している。
・新規事業の具体化模索中のことを了解す。

文化生涯学習課


